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X線CT画像計測技術による上流技術支援システムの構築

○紋川　亮*1）、中川　朋恵*1）、金城　康人*1）、桜井　昇*1）、永川　栄泰*1）、藤井　恭子*1） 、横山　幸雄*2）

　X線CT装置は、内部構造を測定できるという特徴から、「3次元計測機器」としての活用が期待さ
れている。C T撮影によって得られたデータを「デジタルエンジニアリング（CA D／CA M／CA Eな
ど）」で用いるデータ形式（STL形式）に変換することで、現物と設計の比較検討を効率良く行うこと
が可能となる。しかし、測定したCT画像には、アーチファクト・ノイズ・ボケなど寸法精度が劣化す
る要因が幾つかある。それらのCT画像劣化因子を取り除くための測定条件について検討した。

 1 .   はじめに

　CT画像劣化と測定条件および測定試料の材質・形状の関係を見るために、テストピースを作製し
た。テストピースは、厚さ0.3m mのアルミ板と塩化ビニル板を交互に積層した試料と、厚さ0.3m mの
銅板と塩化ビニル板を積層した試料を用いた。CTの撮影条件は、管電圧60～160kV、管電流30～
100µAの範囲で変化させた。また、画像劣化要因を軽減させる方法として、厚さの異なる金属フィル
タをX線と試料の間に挟み、アーチファクトの除去効果を観察した。

 2 .   実験方法

 3 .   結果・考察

　本研究の結果、X線CT撮影において、管電圧と管電流、金属フィルタを用いることにより、CT画
像劣化因子を取り除くための測定条件を明らかにした。本研究を基盤として、今後はデジタイザーと
CTを複合的に使用することにより、さらに精度の高いデジタルエンジニアリングが期待できる。
 

 4 .   まとめ
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　管電圧、管電流と断面画像の関係を、
図1に示す。管電圧が70 kV以下ではアル
ミと塩ビの区別がつかず、高い管電圧・
管電流では試料と空気の区別がつかな
かった。管電圧が8 0～16 0 kV、管電流が
30µAでアルミと塩ビの区別が可能であっ
た。
　また、画像劣化要因の軽減法として、
金属フィルタをX線と試料の間に挟むこ
とで、X線の低エネルギー成分を除去し、
アーチファクトの発生を軽減する方法を
検討した。管電圧10 0kV、管電流80µ Aで
は、メタルアーチファクト、リングアーチ
ファクトが発生した。そこで、120kV以上の高電圧において金属フィルタ1m mを設置することで、メ
タルアーチファクト、リングアーチファクトの発生を軽減することができた。銅－塩ビではX線吸収率
の差が大きいため、メタルアーチファクトが発生した。そこで、金属フィルタ2m mを設置することでリ
ングアーチファクトを除去し、メタルアーチファクトを軽減することができた。

図1.  管電圧および管電流の変化によるCT画像の違い
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船舶で輸送される貨物のランダム振動試験の実現

○小西　毅 * 1）、阿保　友二郎 * 1）

　都民の生活物資の多くは、物流システムを通じ生産者から消費者へと運ばれる。物流の輸送機関
には、貨物用自動車・船舶・鉄道等がある。都内では、主に貨物用自動車が利用されている。これらの
包装貨物の梱包状態を評価するために、貨物用自動車の場合、実際の輸送振動環境を最も適確に再
現するランダム振動試験方法（J IS -Z- 0232やMIL _ STD_810など）がある。しかし、船舶用貨物には
それらが存在せず、貨物用自動車のランダム振動試験条件で代用している。例えば、東京都の島しょ
への輸送は、長時間の船舶輸送である。しかし、船舶のランダム振動試験の規格等が存在しないた
め、緩衝包装設計を評価することが困難である。そこで本研究では、島しょを往復する船舶の振動を
記録し、実際の船舶輸送振動環境を最も適確に再現するランダム振動試験方法を提案する。

 1 .   はじめに

 2 .   実験方法

　図1は、前方の貨物甲板の加速度P.S.D.（Power Spectral 
Density Function）である。結果は、8.5Hz・10.3Hzに加速度の
ピークが得られた。図2は、後方の貨物甲板の加速度P.S.D.
である。結果は、25Hz以降においても加速度のピークが得ら
れた。各々を振動試験機に入力して試験が可能なことを確
認した。
　さらに、前方・後方の貨物甲板とトラックで取得した、上下
方向の各々の加速度P.S.D.を比較した。前方・後方の貨物甲
板共に8.5Hz・10.3Hz付近にピークが得られ、後方の貨物甲
板が前方よりも加速度P.S.D.が低くなった。トラックの上下
方向の振動と比較をすると、8.5Hz・10.3Hzのいずれも船舶
のより高いP.S.D.レベルが得られた。

 3 .   結果・考察

　本研究では、船舶の振動を記録し、船舶輸送振動環境
適確に再現するランダム振動試験方法を提案した。
　今後は、産業のみならず最適梱包の評価に役立てる。

 4 .   まとめ
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輸送環境記録計の開発
振動による加速度と角速度を測定するために、加速度用ロガー（MVP-SD-A3-BC）2台、角速度用ロ
ガー（HIOKI8430）1台、加速度センサ（MA350AD）2台、および角速度センサ（MP-M6-02/400B）で
構成された測定器を製作した。
船舶の輸送記録の実施
製作した測定器を島しょへ輸送し、実際の輸送記録を行った。測定は、比較的振動レベルの大きく
なる11月～1月で実施した。測定場所については、往路は後方の貨物甲板、復路は前方の貨物甲板
上のコンテナ最下部で実施した。
船舶輸送環境に適合したランダム振動試験方法の提案
ランダム試験法は、得られたデータを高速フーリエ変換プログラムで解析して提案した。

図1.  前方貨物甲板の加速度特性

図2.  後方貨物甲板の加速度特性


